
 

2019年度 安全衛生・環境報告書 

【安全衛生・環境方針】 

日本パーカライジング株式会社は、当社で働く全ての人の安全と健康をまもることを最優先にします。 

また、経営の重点課題の一つとして、環境保全への取り組み、あらゆる素材の表面改質に関連した事業を通して 

地球環境保全に貢献します。その実現に向けて事業活動をオープン、フェア、クリアに進めていきます。 

2020年8月12日 

社名：日本パーカライジング 株式会社  

本社所在地：東京都 中央区 日本橋1-15-1 

設立：昭和3年7月12日 

＜環境への取組み＞ 

1．【ISO14001】への取り組み 

1．1 【ISO14001】活動の推移 

登録証番号：JQA-EM6596 

登録日：2010年10月1日 

有効期限 ：2023年11月28日 

1．2  ＩＳＯ14001運用する目的 

当社の活動（製品の製造、サービスの提供）が環境へどういう影響を与えているか(直接的または間接的)を確認し、 

直接環境に影響を与えているもの（当社が管理できる側面）だけでなく、間接的に影響を与えているもの（影響を及ぼし

ている側面）を含め全体的に環境を改善することが目的である。また、これをシステマティックに実行し、環境パフォー

マンス向上、法令順守及び環境目標の達成などの意図した成果を出すことで、環境経営の一助とすることである。 

2．安全衛生環境改善活動 

2．1 各事業場の取り組み 

各事業場では省エネルギー活動や労働災害撲滅のための取組みをおこなった。 

1．5  産業廃棄物排出量原単位の推移 

廃油の有価物としての引取り基準が厳格化し、更に不用品の廃棄による美化推進の徹底で産廃量が増加した。 

今後は削減に向けた全社的な取り組みが必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 参考資料）産業廃棄物排出量の推移（単位：ton） 

 

 

1．3 目標及び成果と課題 

当社ではエネルギー消費量及び産業廃棄物排出量について、前年比原単位1％削減を全社目標に掲げて、目標達成

のため継続的改善を推進することにより、省エネルギー化、産廃の削減等環境に配慮した事業運営を目指している。 

 

1．4  エネルギー使用量に係る原単位の推移 

原単位が増加した事業場もあったが、その一方で製品製造量の増加等により、改善された事業場もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料） エネルギー使用量の推移（単位：原油換算ｋL） 

 

 

 

  2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 
前年度比

（％） 

熱処理工場 1.239  1.123 1.010  1.191 1.245 105% 

防錆工場 0.830  0.874 0.802 0.659 0.728 110% 

製造工場 1.530  1.715 1.716 2.527 2.437 96% 

その他 3.900  3.841 3.687 3.517 3.379 96% 

  2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 
前年度比

（％） 

熱処理工場 5,911 6,538 7,013 7,210 7,158 99% 

防錆工場 2,903 2,595 2,644 2,645 2,935 111% 

製造工場 624 661 667 1,175 1,096 93% 

その他 907 922 885 844 811 96% 

  2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 
前年度比

（％） 

熱処理工場 0.300 0.259 0.267 0.356 0.484 136% 

防錆工場 0.306 0.276 0.263 0.268 0.271 101% 

製造工場 0.023  0.019  0.019  0.025  0.023  92% 

その他 0.582  0.565  0.380  0.542  0.434  80% 

  2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 
前年度比

（％） 

熱処理工場 1,919 1,840 2,197 2,737 2,781 102% 

防錆工場 1,060 1,007 1,062 1,074 1,093 102% 

製造工場 871  744  749  1,179 1,050 89% 

その他 140  136  91  130  104  80% 

 

高効率ボイラーへの更新によりエネルギー使用量を削減 フォークリフトと歩行者の分離して工場内を安全化 


